
　当院は、地域の皆さまの身近な整形外科として、けがや
痛みの治療、慢性疾患の管理、スポーツ障害への対応など、
幅広い診療を行っています。専門医による診察に加え、リ
ハビリテーション設備も充実しており、日常生活や仕事、
スポーツへの早期復帰をサポートする体制を整えていま
す。MRI をはじめとした検査機器も備えており、迅速かつ

正確な診断につな
げています。
　松山市民病院と
は、必要な場面で
円滑に連携できる
よう情報共有を図

り、精密検査や入院治療が必要な際には、患者さんがス
ムーズに受けられるよう連携を行っています。また、手術
後のフォローや継続したリハビリが必要な場合には、当院
での外来治療に移行しやすい仕組みをつくり、地域医療全
体として切れ目のない医療
提供を目指しています。
　今後も関係機関との連携
を図りつつ、地域の皆さま
により良い医療を提供できる
よう努めてまいりますので、
よろしくお願いいたします。
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今号のトピックス
♢巻頭言
♢臨床の現場から
♢「いつもの生活」を取り戻すために
♢リハビリテーション室長就任挨拶
♢医療事務部長就任挨拶
♢The specialist 救急認定薬剤師
♢ボランティア「白鷺」通信
♢連携医療機関の紹介
♢愛媛の風景旅
♢お知らせ
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当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市和泉北1-8-5
電話番号 ： 089-915-5050
診療科 　： 整形外科
休診日　 ： 水曜、第1・3・5土曜、日曜、祝日　　　　
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松山市民病院70周年を迎えて－新たな挑戦－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長　柚木 茂

　平素より、地域住民の皆さま、なら
びに松山市民病院と連携・交流をい
ただいております医療機関・施設の皆
さまには、日頃から温かいご支援とご
指導を賜り、心より御礼申し上げます。

　当院は、今年、開院 70 周年という
大きな節目を迎えます。1956 年、松
山市城西地区に 20 床の内科・外科を
備えた病院として開院し、地域医療の
第一歩を踏み出しました。その後、地
域の皆さまに支えられながら発展を重
ね、1974 年には新病棟（後の S 棟）
が完成、1978 年には管理棟（永頼会
館）が竣工するなど、診療・運営体制
の基盤整備を進めてまいりました。さ
らに 1994 年には N 棟が、2015 年に
は新 S 棟が完成し、段階的に診療機
能の充実を図ってまいりました。
　時代の変化や医療を取り巻く環境に
応じて増築や建て替え、病棟編成を行
い、現在は 382 床体制にて、効率的
で質の高い医療の提供に取り組んでお
ります。この 70 年にわたる歩みは、
職員一人ひとりの不断の努力と、地域
の皆さまからの変わらぬご支援の賜物
であり、改めて深く感謝申し上げます。

　現在、当院では各診療科において
新たな取り組みが着実に進んでいま
す。2024年に導入した手術支援ロボッ
ト「ダビンチ」は、対象疾患を順次拡
大しており、泌尿器科では前立腺がん
に加え、骨盤臓器脱に対するロボット
支援下仙骨膣固定術などを行い、術
後のアフターケアにも力を入れていま
す。また、呼吸器外科においてもロボッ
ト手術を開始し、患者さんの身体的負
担を抑えた、質の高い手術の提供を
進めています。
　さらに、血管内治療や内視鏡治療
などの分野においても、患者さんの生
活の質の向上を目指した専門性の高
い医療を継続的に充実させ、これまで
培ってきた経験に新たな発想を融合さ
せながら、より良い治療の提供に努め
ています。

　松山市では、全国的な少子高齢化
の進行を背景に、高齢者医療や救急
医療を中心とした医療需要の変化が見
られており、地域の実情に応じた医療
体制づくりが求められています。高齢
者救急医療を支える病院として、地域
の医療体制との調和を大切にしなが

ら、医療機能の役割分担や病床の適
切な運用に取り組んでいます。今後も、
住民の皆さまの多様なニーズに応えら
れる医療の提供に努めてまいります。
　また、今後予想される南海トラフ地
震や局所的な豪雨災害などに備え、災
害時に迅速に対応できる医療チームの
整備を進め、災害医療体制の強化に
取り組んでいます。あわせて、愛媛
DMAT 指定病院としての役割を担い、
平時からの訓練や備えを重ねながら、
地域の災害医療に貢献できる体制づく
りを進めています。

　地域の皆さまのご期待に応え、松山
市の救急医療の発展に寄与するため、
当院は、患者さん一人ひとりに真摯に
向き合い、質の高い医療の提供に努
めてまいりました。その歩みの積み重
ねこそが、地域住民の皆さまの安心と
職員の誇りにつながるものと信じてお
ります。今後も変革への挑戦を続けな
がら、職員一同力を結集し、良質で温
かい医療の実現に誠心誠意取り組んで
まいります。今後とも変わらぬご理解
とご支援を賜りますよう、心よりお願
い申し上げます。

△第2・4土曜日診療16：00まで
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連携医療機関の紹介

　深田久弥の日本百名山の
うちの一つ、西日本一標高
の高い愛媛の誇る石鎚山。
この山にはその称
号以上の魅力が詰
まっています。それ
ほど体力がなくて
も登れる道から体
力をつけたつもり
でも完全燃焼して
しまう道までありま
す。他のピークを絡
めない正規ルート

だけでもその登山口は5カ
所。途中の分岐もあり、正
規ではないバリエーション
と言われる道？もあるので

、いつも登る時には
どれにしようかと迷
います。
　春から秋は花が咲
き、秋の紅葉は毎年
行っても飽きないほ
ど美しいです。冬は
雪が降れば本格的な
雪山になるし、大量
に降ればスキーを担

いで登って短距離だけど滑ることも可能です。鎖場が有名で

墓場尾根の紅葉

山スキーもできます

　本表彰は、職員の著書、論文、そ
れに準じたものを院内で顕彰し表
彰するもので、2020年より始まりま
した。選考対象は前年発表分で、今
年は2024年分を選考、6月4日に表
彰式を行いました。年々エントリー
数が増え内容もレベルアップして
おり、選考は毎回難航。嬉しい悲鳴です。一つの論文を仕上げ
るまでに、多大な時間と試行
錯誤を重ねた職員の努力に
、心から敬意を表します。

【院長賞】
小田真司(薬剤部)
酸化マグネシウム服用中の高マグネシウム血症発現リスク因子解
析(「YAKUGAKU ZASSHI」　Vol. 144, No. 9）
【努力賞】
萩森康孝(リハビリテーション室)
一般病棟へ肺炎で入院した
患者に対する多職種連携の
効果検証
（「
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The Eirai Papers Award 2024　表彰
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　「非日常」に身を置くために山に行くのであれば、ほとんど
人と会わず、雄大な景色を楽しめるところがベストだと考えて
います。松山から近い場所なら、堂ヶ森から二ノ森が該当し、
ここはとても好きな
場所です（ちなみに
院内にもこれらの
山が見える場所が
あります）。
　絶景なのに人が
いないのは登るの
が大変だということ
です。2つある登山
口の標高が565mと670m、堂ヶ森が1689ｍなので900ｍ以
上の標高差。ある程度の健脚でないとたどり着けません。
　1500mまで登ると急に開けて広大な笹っ原または雪原に
なります。堂ヶ森を登りきると、鞍瀬の頭、西ノ冠岳、石鎚と展

開し（表紙）、四国と
は思えない圧倒的な
景色です。余力があ
ればそれらに向かい
ますが、留まって長
い時間ボーッと眺め
ているのも楽しいで
す。

　　　　　　　　　　（写真・文／形成外科　 部長 手塚 敬）

2026年1月21日、2025年度永頼
フェスティバルが開催されました。
山本理事長より、これまでの歩み
への感謝と今後への期待が語ら
れ、参加者は真剣な面持ちで耳を
傾けていました。会場には多くの
職員が集い、終始和やかな空気に
包まれた会となりました。

永頼フェスティバルを開催しました

昨シーズンは雪が多く、スキーを担ぎ上げて
天空のゲレンデを楽しみました

東側から見る堂ヶ森

絵画を寄贈いただきました

愛媛マラソン今年も頑張りました！

　このたび、泌尿器科顧
問・伊勢田先生のご岳父
様より、心温まる絵画をご
寄贈いただきました。北
（N）棟二階に展示しており
ます。ご来院の際はぜひ足
をお止めいただき、ゆっくりとご鑑賞ください。

　今年も松山市民病院の職員が、オリジナルユニフォーム
を着用して愛媛マラソンに参加しました。今回は、T シャツ
タイプと、ノースリーブタイプの 2 種類を作成。いずれも
職員がデザインしたものです。様々な想いを胸に、それぞ
れが完走を目指しました。大会や各種イベントで見かけら
れましたら、ぜひ温かいご声援をお願いいたします。

撮影：形成外科／手塚 敬（久万高原町  堂ヶ森から）


